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東京2020オリンピック聖火リレー開催

※沿道ではマスクを着用し、大声を出すことはお控えいただき、
拍手による応援をお願いします。
※新型コロナウイルス感染状況等を踏まえて、実施形態を大幅に
変更する場合もあります。

５月５日㈬　13時30分〜

水俣駅

肥薩おれんじ鉄道水俣駅前スタート

第87号
令和３年５月１日



３月定例会報告３月定例会報告
令和３年度一般会計予算令和３年度一般会計予算
条例改正などを可決条例改正などを可決

令和３年第１回定例会が２月26日（金）から３月18日（木）まで21日間開かれ、
令和３年度予算及び条例改正・廃止などの議案が提出され、議案の審議を行いました。

条

例

条

例

《
条
例
の
制
定
》

●
水
俣
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
基
金
条
例

中
小
企
業
者
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
水
俣

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

基
金
を
設
置
し
、
基
金
の
管
理
及
び
運

営
等
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

本
市
の
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の
安

定
及
び
創
出
並
び
に
地
場
産
業
の
育
成

及
び
技
術
向
上
の
た
め
の
支
援
等
を
図

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成

に
関
す
る
条
例

社
会
福
祉
法
第
58
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成

に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成
の
適
正

化
を
図
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権

限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

●
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権
限
の
特

例
適
用
の
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例

右
の
２
項
目
の
条
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ

関
連
事
業
を
効
果
的
に
展
開
し
、
地
域

振
興
に
結
び
つ
け
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
を
産
業
建
設
部
へ
移
行
す
る
も
の

で
す
。

《
現
行
の
条
例
等
改
正
》

●
水
俣
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

社
会
教
育
委
員
連
絡
会
議
の
実
施
回

数
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
適
正
な
報
酬

額
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
ふ
る
さ
と
大
好
き
寄
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

ふ
る
さ
と
大
好
き
寄
付
金
を
市
の
施

策
、
事
業
に
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
改
正
す
る

も
の
で
す
。

●
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整

基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

水
俣
市
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調

整
基
金
の
処
分
に
関
す
る
規
定
の
文
言

の
整
備
を
行
う
た
め
改
正
す
る
も
の
で

す
。

●
水
俣
市
海
洋
牧
場
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

水
俣
市
海
洋
牧
場
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
）
の
入
園
料
等
を
見
直
し
、
持

続
的
か
つ
安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
新
水
俣
駅
東
駐
車
場
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

新
水
俣
駅
東
駐
車
場
の
適
正
な
管
理

及
び
使
用
料
の
見
直
し
の
た
め
改
正
す

る
も
の
で
す
。
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【令和３年度会計別当初予算】 （千円、％）

区分
会計別 令和３年度 令和２年度 前年度比

一般会計 １７，６１１，０００ １７，０９２，２５０ ３．０％

国民健康保険 ３，７７９，１００ ３，６７４，９６８ ２．８％

後期高齢者医療 ４３９，８８７ ４３７，７２８ ０．５％

介護保険 ３，８４７，６１６ ３，７１７，６１８ ３．５％

病院事業　※ ７，４６５，５７４ ７，８７１，６８５ －５．２％

水道事業　※ ３６７，１５０ ３７６，７４９ －２．５％

公共下水道事業　※ ９１２，２５７ １，１６９，３７５ －２２．０％

合　　計 ３４，４２２，５８４ ３４，３４０，３７３ ０．２％

※企業会計の数値は収益的支出の額。

総務費
4,441,641

25％

衛生費
1,848,053

11％

農林水産業費
389,641
2％

商工費
706,118
4％

議会費
149,217

1%
公債費

1,800,874
10％

教育費
934,241
5％

消防費
480,512
3％

土木費
1,319,881

8％

○令和３年度一般会計予算　歳出

民生費
5,525,772

31％

地方交付税
4,896,408

28％

その他
471,934
3％

諸収入
260,453
1％

繰入金
723,641
4％

市税
2,770,813

16％

その他各種交付金など
734,102
4％

市債
3,905,900

22％

県支出金
1,432,543

8％

国庫支出金
2,415,206

14％

○令和３年度一般会計予算　歳入

●
水
俣
市
駅
前
広
場
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

水
俣
市
駅
前
広
場
の
適
正
な
管
理
を
す
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
介
護
保
険
の
医
療

保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴

い
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
民
の
厳
正
な
信
託
に
よ
り
選
ば
れ
た
議
員
は
、

常
に
公
正
性
及
び
高
潔
性
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行

す
る
も
の
で
あ
り
、
私
的
な
利
害
関
係
に
よ
る
行

為
を
自
ら
厳
正
に
律
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

●
水
俣
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の
市
議
会

へ
の
促
進
す
る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

《
現
行
の
条
例
廃
止
》

●
水
俣
市
敬
老
祝
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

敬
老
祝
金
事
業
を
終
了
す
る
た
め
廃
止
す
る
も

の
で
す
。
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厚
生
文
教
委
員
会

●
住
ま
い
の
再
建
支
援
事
業 

６
０
万
円

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
住

宅
を
賃
貸
す
る
場
合
、
必
要
な
経
費
と

転
居
に
伴
う
荷
物
の
移
動
経
費
を
定
額

助
成
し
ま
す
。

●
地
域
生
活
支
援
事
業 

３
７
９
０
万
円

委
託
事
業
と
し
て
、
障
害
者
へ
の
相

談
支
援
事
業
・
移
動
支
援
事
業
な
ど
が

あ
り
扶
助
費
と
し
て
、
日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業
が
あ
り
ま
す
。

●
自
立
支
援
給
付
費１

１
億
２
１
４
２
万
円

居
宅
介
護
・
生
活
介
護
な
ど
の
介
護

給
付
、
就
労
継
続
支
援
・
就
労
移
行
支

援
・
自
立
訓
練
な
ど
の
訓
練
等
給
付
、

計
画
相
談
支
援
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

●
障
害
児
通
所
給
付
費１

億
１
５
３
８
万
円

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

新
し
い
地
域
療
育
支
援
体
制
を
構
築
し

て
水
俣
・
芦
北
療
育
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

６
８
６
３
万
円

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
放
課
後
及
び

長
期
休
暇
等
に
保
護
者
等
の
い
な
い
家

庭
の
小
学
校
児
童
の
保
育
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

●
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
負

担
金 

１
１
億
９
６
９
７
万
円

保
育
所
６
園
、
認
定
こ
ど
も
園
７
園

及
び
他
市
の
保
育
所
５
園
へ
の
広
域
入

所
に
対
し
保
育
給
付
費
を
給
付
す
る
も

の
で
す
。

●
水
俣
病
関
係
情
報
発
信
事
業

１
０
４
５
万
円

語
り
部
講
話
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
水
俣
病
あ
ら

ま
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
費
に
３
７
１
万
円
、

収
蔵
・
収
集
資
料
整
理
保
存
や
企
画
展

展
示
パ
ネ
ル
製
作
の
消
耗
品
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
制
作
費
な
ど
に
２
１
７
万
円
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
公
立
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

１
３
２
５
万
円

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成

と
授
業
改
善
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

推
進
を
行
う
た
め
、
校
務
用
・
教
育
用

パ
ソ
コ
ン
及
び
サ
ー
バ
ー
等
の
運
用
管

理
、
保
守
、
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
経
費

で
す
。

●
教
育
委
員
会
運
営
費 

２
４
１
万
円

教
育
委
員
報
酬
４
人
分
他
、
教
育
委

員
会
運
営
に
関
す
る
経
費
で
す
。

●
要
保
護
・
準
要
保
護
生
徒
就
学
援
助 

事
業 

１
１
１
７
万
円

●
各
種
教
育
団
体
補
助
金 

７
２
８
万
円

水
俣
市
小
学
校
体
育
連
盟
や
葦
北
郡

市
中
学
校
体
育
連
盟
に
対
し
て
の
補
助

な
ど
、
各
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
経

費
で
す
。

主
な
事
業

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
駅
前
広
場
ふ
れ
あ
い
館
整
備
事
業

６
１
０
８
万
円

水
俣
駅
前
広
場
の
改
修
・
再
整
備
に

伴
う
も
の
で
す
。

●
企
業
支
援
事
業 

１
５
５
５
万
円

各
企
業
の
経
営
力
強
化
と
既
存
事
業

の
高
度
化
・
高
付
加
価
値
化
、
新
事
業

展
開
や
新
産
業
創
出
、
企
業
間
連
携
の

推
進
、
販
路
拡
大
、
人
材
の
育
成
や
確

保
等
へ
向
け
た
各
種
支
援
等
を
行
う
も

の
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
大
好
き
寄
付
金
事
業

８
１
２
１
万
円

●
耐
震
改
修
促
進
事
業１

億
９
７
７
７
万
円

民
間
建
築
物
の
安
全
性
の
向
上
を
図

り
、
耐
震
診
断
、
補
強
、
改
修
工
事
等

へ
の
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

●
市
庁
舎
建
替
事
業２

５
億
７
３
５
５
万
円

秋
葉
会
館
・
新
館
の
解
体
工
事
完
了

に
係
る
委
託
料
等
で
す
。

●
市
産
材
利
用
促
進
事
業 

６
０
０
万
円

水
俣
市
内
に
所
有
し
、
居
住
す
る
住

宅
の
新
築
・
増
改
築
に
市
産
材
を
利
用

す
る
も
の
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。
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専決処分により承認された補正予算専決処分により承認された補正予算
【令和２年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第１４号） １２，５００ ２１，９８０，２０７

一般会計（第１５号） １３，３０８ ２１，９９３，５１５

●
農
地
等
災
害
被
災
者
等
支
援
事
業

１
２
５
０
万
円

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
農

地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
、

国
の
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
に
な
ら
な

い
復
旧
事
業
費
40
万
円
未
満
の
も
の
に

つ
い
て
、
農
業
者
が
自
力
で
行
う
復
旧

作
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

人

事

案

件

人

事

案

件

●
教
育
長
の
任
命

小
島　

泰
治
氏
（
白
浜
町
）

陳

情

陳

情

●
国
、
熊
本
県
へ
「
不
知
火
海
沿
岸
住
民

（
山
間
部
含
む
）
の
健
康
調
査
の
実
施

を
求
め
る
」
意
見
書
提
出
の
陳
情
（
不

採
択
）

●
ふ
れ
あ
い
拠
点
づ
く
り
事
業４

２
０
万
円

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
交
流
促

進
を
図
る
。

●
消
費
者
行
政
対
策
事
業 

３
８
２
万
円

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
及
び
苦
情

を
処
理
し
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
。

●
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

７
８
７
６
万
円

久
木
野
山
上
地
区　

熊
本
県
に
よ
り

「
山
上
遺
跡
」
に
該
当
し
た
た
め
、
発

掘
調
査
及
び
確
認
調
査
を
行
う
（
令
和

２
年
度
か
ら
継
続
事
業
）。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業

１
３
３
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
体
制
確
保
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
委

託
、
予
防
接
種
委
託
料
（
医
療
従
事
者

分
）
な
ど
）
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

●
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

３
３
７
万
円

図
書
館
を
中
心
と
し
て
、
市
民
が
身

近
に
本
に
触
れ
合
う
機
会
を
作
り
、
市

民
の
読
書
活
動
の
意
欲
を
高
め
る
。

●
清
掃
施
設
管
理
運
営
費

１
億
９
２
１
６
万
円

水
俣
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
費
に
係
る
経
費
で
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

２
９
８
４
万
円

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
経

費
で
す
。

●
健
康
診
査
事
業 

２
８
７
５
万
円

住
民
の
健
康
審
査
等
に
つ
い
て
の
費

用
で
す
。

山上地区の発掘作業風景
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令和２年度補正予算を可決令和２年度補正予算を可決
主
な
事
業

総
務
産
業
委
員
会

●
道
の
駅
み
な
ま
た
に
関
す
る
こ
と

道
の
駅
み
な
ま
た
の
再
整
備
に
係
る

も
の
で
す
。

・
施
設
整
備
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
務
委

託
料 

１
３
２
６
万
円

・
道
の
駅
再
整
備
に
係
る
什
器
製
作
設
置

業
務
委
託
料 

９
６
０
６
万
円

・
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
仮
称
）
建
築
主
体

工
事
他 

２
億
５
０
７
０
万
円

・
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
仮
称
）
等
の
備
品

購
入
費 

９
５
４
万
円

・
道
の
駅
再
整
備
工
事
監
理
業
務
委
託
料

４
９
４
万
円

●
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

３
２
２
５
万
円

寄
附
金
の
増
加
に
伴
う
必
要
経
費
の

増
加
分
で
す（
寄
附
金
額
１
億
６
０
９
０

万
円
）。

●
誘
致
企
業
立
地
促
進
補
助
金

５
０
０
０
万
円

企
業
立
地
（
株
式
会
社
ア
ス
カ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
）
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の

で
す
。

●
中
屋
敷
・
吐
合
線
落
石
対
策
工
事

３
０
１
０
万
円

中
屋
敷
・
吐
合
線
落
石
対
策
事
業
に

要
す
る
も
の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
営
安

定
化
緊
急
支
援
事
業

７
７
６
８
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
制
度
資
金
の
利
子
補
給
金
の
積

立
に
伴
う
も
の
で
す
。

道の駅みなまた再整備の完成予想図
木のおもちゃ館

（既存の物産館を改修）
パークショップ
（新築）イベントデッキ

（新設）

インフォメーションセンター
（既存の同施設を改修）
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【令和２年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第１６号） ３４３，１９１ ２２，３３６，７０６

一般会計（第１７号） ４０，１２２ ２２，３７６，８２８

国民健康保険（第４号） １００，６１８ ３，７９０，２１５

後期高齢者医療（第３号） △３，４８３ ４４７，９７２

介護保険（第４号） ８２，８７４ ３，８３４，０７０

病院事業（第２号）（収益的収入） △６，６８８ ７，８８０，３７４

病院事業（第２号）（資本的収入） △３２，９９１ １，１７２，１２５

水道事業（第１号）（収益的支出） ８，９１７ ３８５，６６６

水道事業（第２号）（資本的支出） ３７，１３６ ４６７，５６８

公共下水道事業（第４号）（収益的主出） △３，４４９ １，１６４，８５０

公共下水道事業（第４号）（資本的支出） ４５，１３３ ６１９，７１８

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
道
事
業
会
計
負
担
金

１
６
９
万
円

庁
舎
建
設
負
担
金
に
係
る
起
債
元
利

償
還
金
に
対
す
る
繰
出
金
の
調
整
す
る

も
の
で
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
０
１
６
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

増
す
も
の
で
す
。

●
自
立
支
援
医
療
費

５
９
８
万
円

●
自
立
支
援
給
付
費

２
０
６
４
万
円

●
障
害
児
通
所
給
付
費

１
１
７
８
万
円

右
の
３
事
業
は
、
事
業
の
増
加
に
伴

う
も
の
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
関
連 

事
業

６
８
６
万
円

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
増
加

主
な
事
業

に
伴
い
積
立
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
医

療
従
事
者
等
慰
労
金
交
付
事
業

３
８
９
０
万
円

水
俣
市
内
唯
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
水
俣
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
医
療

従
事
者
等
に
慰
労
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

●
小
学
校
運
営
事
業
（
教
育
振
興
費
）

６
４
０
万
円

●
中
学
校
運
営
事
業
（
教
育
振
興
費
）

３
２
０
万
円

●
公
民
館
管
理
運
営
費

９
８
万
円

●
図
書
館
管
理
運
営
費

２
２
万
円

右
の
４
項
目
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

要
す
る
経
費
で
す
。
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議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党

自民会派
無限21 日本共産党

誠
心
会

公
明
党 結
　
　
果

議

員

名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
阪　

雅
文

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　
　

睦

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

議第20号

令和３年度水俣市
一般会計予算

賛 賛 賛 賛 賛 賛 議長 賛 賛 否 否 否 否 否 賛 賛

原
案
可
決

（反対討論）

●温暖化対策軽視、医療センター繰り出し金大幅カットは問題である。
●臨海事業について、財政難の中、経済効果が10年後であり、環境への影響も 
心配である。

（賛成討論）

●議会手続きを無視した当初予算176億円の否決は、すべての事業執行の停止を
意味し、市民生活は崩壊する。

議第23号

令和３年度水俣市
介護保険特別会計
予算

賛 賛 賛 賛 賛 賛 議長 賛 賛 否 否 否 否 否 賛 賛 原
案
可
決

（反対討論）

●高齢者の介護予防等、更なる充実を図るべきと考えるので反対である。
議第41号

水俣市敬老祝金条
例を廃止する条例
の制定について

賛 賛 賛 賛 賛 賛 議長 賛 賛 否 否 否 否 否 否 賛 原
案
可
決

（反対討論）

●全事業２割削減を方針とするなら敬老祝い金も減額予算にすべき。
議第42号

水俣市介護保険条
例の一部を改正す
る条例の制定につ
いて

賛 賛 賛 賛 賛 賛 議長 賛 賛 否 否 否 否 否 賛 賛
原
案
可
決

（反対討論）

●市民にこれ以上の負担を強いるべきではないと考え反対である。
●ふれあい菜園事業が、ゼロ予算となり、地域の活動に支障が出るため。

陳第３号

国、熊本県へ「不
知火海沿岸住民
（山間部含む）の
健康調査の実施を
求める」意見書提
出の陳情について

否 否 否 否 否 否 議長 否 否 賛 賛 賛 賛 賛 否 否

不

採

択

（反対討論）

●健康調査は、誰が診断しても一致するような科学的根拠に基づく診断法が確立
されなければ地域住民に不利益な調査となることと、環境省では「外部の医療
統計などや、実用化にも専門家の意見を聞き実証。」とされており、その「客
観的な診断法」の確立等が進んできているため。

（賛成討論）

●特措法で定められた健康調査の実施を求めることは当然である。
●国も手法を明らかにして行うということであり、市議会としても早急な対応を
求めるべきである。

議第49号

水俣市政治倫理条
例の一部を改正す
る条例の制定につ
いて

賛 賛 賛 賛 賛 賛 議長 賛 賛 否 否 否 否 否 否 賛
原
案
可
決

（反対討論）

●議員の政治活動の規制を目的としている本条例改正は憲法21条違反ではないか。

賛 否 の 分 か れ た 議 案
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

厚生文教 総務産業正）谷口・岩阪・渕上・田口
副）藤本・平岡・木戸・真野

正）岩村・田中・桑原・牧下
副）小路・髙岡・杉迫・松本

専決処分の報告及び承認１件、条例の制定２件、
条例の一部改正８件、当初予算５件、補正予算６
件、指定管理者５件、陳情１件
●議第８号　水俣市特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例
の制定について

質疑―報酬を年額１万５千円から日額４千500円
に変更するとのことだが、予算の具体的な
内訳は

答弁―２日分の日額で11人分を計上している。
●議第20号　令和３年度水俣市一般会計予算中付

託分について
質疑―４月からの新事業の子ども家庭総合支援拠

点と配偶者暴力相談支援センター等の場所
と体制は

答弁―機能的には、福祉課内に設置する。保健師
や保育士の資格を持つ職員含め３人体制を
予定しており、子どもセンター職員兼務や
福祉課職員兼務が考えられる。

質疑―令和３年度の特別支援教育支援員が３人
減っている理由は

答弁―１番の理由は、市全体として予算的に厳し
いため、本市と児童生徒数が類似する他市
の状況も勘案した結果である。今後、学校
や児童生徒の状況をさらに把握し、適正配
置数を考えていく必要がある。

●議第24号　令和３年度水俣市病院事業会計予算
について

質疑―市からの繰入金が、前年度に比べて２億円
減少したが、どのように捉えているか

答弁―病院経営の観点からは大変厳しい措置では
あるが、市の財政状況を鑑みると受け入れ
ざるを得ない。内部留保はあるが、医療セ
ンターの建て替え等で必要な資金となるた
め、減少しないよう、入院、外来の患者数
を増やした予算を立てた。目標達成に向け
て努力するつもりである。

●議第27号　令和２年度水俣市一般会計補正予算　
第16号中付託分について

質疑―新型コロナの影響で就学の継続が困難な学
生に対して給付する水俣市学生支援緊急給
付金について、その内訳は

答弁―水俣市で給付した学生は24人で、このうち
大学が18人、短大が１人、専門学校が５人
である。

●議第42号　水俣市介護保険条例の一部を改正す
る条例の制定について

質疑―国の特例措置があるものの、実質的には、
介護保険料が上がるということか

答弁―そのとおりである。

専決処分の報告及び承認１件、条例の制定４件、
条例の一部改正５件、当初予算３件、補正予算５
件、指定管理者の指定４件

●議第６号　水俣市教育に関する事務の職務権限

の特例に関する条例の制定について

質疑―学校における体育を除くスポーツに関し、
市長が管理することについて、具体的事例
は

答弁―中学校部活動や中体連大会等は、現在の所
管である教育委員会に残る。市民駅伝や競
り舟等のスポーツ行事は、市長部局の所管
になる。

●議第20号　令和３年度水俣市一般会計予算中付

託分について

質疑―新庁舎移転に伴い、新しく複合機の入れ替
えを行うとのことだが、今後のカラー対応
等の取扱いは

答弁―18台のうち１台、カラー対応の複合機を導
入予定である。適宜、ネットワークプリン
ターとして各課で使えるようにしている。

質疑―農道生コンの原材料支給の予算が減額に
なっているが、予算の不足等をどう捉えて
いるか

答弁―農家の要望も多く、毎年度、予算を使い切っ
ている状況である。今年度は災害関係等で
の支援もあったが、次年度についてはまず
は予算の範囲内でやっていただくため、農
家に説明を行い、ご理解を得て、実施して
いきたい。

●議第26号　令和３年度水俣市公共下水道事業会

計予算について

質疑―陣内雨水幹線工事の具体的内容は
答弁―田平団地横の開水路を箱型のボックスカル

バートに変える工事を行う。

●議第27号　令和２年度水俣市一般会計補正予算

第16号中付託分について

質疑―特別定額給付金の未申請者に対しての働き
かけは

答弁―今回、全世帯に申請書を発送し、宛所不明
等で返送があった分もかなりあったが、住
民基本台帳等により、居住の実態を確認し、
未申請者を把握して個別連絡を行い、可能
な限り給付に努めた。
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●小路　貴紀

１．令和３年度予算と施政方針について
２．新型コロナウイルス感染症対応について

●田口　憲雄

１．県境を越えた経済連携について
⑴　生活圏を共にする両市の現状について
⑵　広域的な経済連携について
⑶　経済振興を進めるうえでの雇用や人材の
確保について

２．新型コロナウイルス感染症への対応について
⑴　コロナ禍における地域医療体制について
⑵　新型コロナワクチンについて
３．地域防災の対策について
⑴　熊本県の洪水浸水想定区域図と地域防災
計画について

⑵　７月豪雨の検証について
●藤本　壽子

１．新型コロナウイルス禍のなかでの水俣市の
女性の状況について

２．水俣市の少子化対策について
３．風力発電建設に伴う諸問題について

●平岡　朱

１．大規模風力発電計画について
２．放課後の児童の居場所について
３．生活保護制度について
４．水俣病教訓発信事業について

●渕上　茂樹

１．行財政改革について
２．令和３年度当初予算について
３．新型コロナ感染症対策について
４．森林伐採について

●髙岡　朱美

１．コロナ感染症リバウンド対策について
２．環境モデル都市としての取り組みについて
３．不登校児童・生徒の支援について

●真野　頼隆

１．水俣市総合計画の経済・産業分野について
２．南九州西回り自動車道について
３．マイナンバー制度とマイナンバーカードに
ついて

●杉迫　一樹

１．市職員のテレワーク運用状況等について
２．水俣市障がい者計画について
３．市内中学校の校則の現状と今後について

●牧下　恭之

１．新型コロナワクチン接種事業について
●田中　睦

１．教育費の割合について
２．敬老祝い金について

●桑原　一知

１．スポーツを活かしたまちづくりについて
２．地域公共交通網について

あなたのあなたの声声を市政にを市政に

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォ
ンなどで読み取ると、その議員の一般質問の動画を
ご覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。

お知らせ
令和３年６月定例会より、一般質
問の議員１人の持ち時間は、答
弁を含む70分から答弁時間を含
まない30分に変更になります。
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令
和
３
年
度
予
算
と

施
政
方
針
に
つ
い
て

小路　貴紀　議員

（真志会）

㉄
　
第
６
次
水
俣
市
総
合

計
画
で
既
に
着
手
し
た
事

業
の
成
果
及
び
令
和
３
年

度
の
計
画
事
業
は

答　
成
果
は
、
こ
れ
ま
で

先
送
り
さ
れ
て
き
た
全
小

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

小
中
学
生
の
給
食
費
の
一

部
補
助
、
18
歳
ま
で
の
医

療
費
助
成
の
拡
充
や
満
18

歳
以
下
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
全

額
助
成
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ

ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金
の
創

設
等
で
あ
る
。
令
和
３
年

度
は
、
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
創
設
、
道
の
駅
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
、

小
中
学
校
の
高
速
通
信

過去の市政において先送りされてきた
事業や課題への抜本的措置が急務である

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
を
対
象
に
、
み
な

く
る
バ
ス
の
運
賃
無
償
化

等
を
実
現
す
る
。

㉄
　
過
去
の
当
初
予
算
や

総
合
計
画
に
対
し
、
議
員

そ
れ
ぞ
れ
に
賛
成
・
反
対

が
あ
る
中
、
長
年
の
ひ
ず

み
を
軌
道
修
正
す
る
難
し

さ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

答　
こ
れ
ま
で
着
手
さ
れ

ず
、
先
送
り
さ
れ
て
き
た

事
業
や
課
題
に
抜
本
的
措

置
が
取
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
が
、
今
の
在
任
中
に
財

政
再
建
に
取
り
か
か
ら
な

け
れ
ば
、
本
市
の
持
続
可

能
な
発
展
は
な
い
と
強
く

認
識
し
て
い
る
。
た
と
え
、

過
去
の
市
政
が
招
い
た
結

果
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
是
正
し
て
い
く
の

は
、
現
在
の
市
政
を
預
か

る
者
の
使
命
で
あ
る
。

㉄
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
配
置
と
は

答　
湯
の
児
及
び
湯
の
鶴

温
泉
を
中
心
と
し
た
主
要

な
観
光
地
へ
の
誘
客
手
段

の
創
造
、
観
光
面
で
の
課

題
抽
出
や
解
決
策
検
討
等
、

観
光
振
興
に
特
化
し
た
隊

員
１
人
の
配
置
を
想
定
し

て
い
る
。

㉄
　
自
由
な
時
間
帯
に
資

源
ご
み
を
分
別
で
き
る
常

設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
内

に
設
置
す
る
考
え
は

答　
市
民
の
利
便
性
向
上

に
は
な
る
が
、
資
源
物
の

盗
難
や
不
適
切
排
出
等
、

別
途
の
管
理
徹
底
が
必
要

と
な
る
た
め
現
時
点
で
は

困
難
と
思
わ
れ
る
。

㉄
　
移
住
定
住
に
寄
与
し

て
い
た
個
人
住
宅
向
け
補

助
金
制
度
の
過
去
５
年
間

の
利
用
実
績
は

答　

補
助
件
数
３
７
７

件
、
補
助
金
総
額
１
億 

３
１
８
６
万
８
千
円
で
、

件
数
の
内
訳
は
市
内
補
助

が
３
６
３
件
、
市
外
か
ら

の
転
入
者
が
14
件
で
あ
る
。

㉄
　
移
住
定
住
の
取
り
組

み
は
、
固
定
資
産
税
や
住

民
税
で
将
来
回
収
で
き
る

と
い
う
投
資
的
な
考
え
方

等
、
特
色
あ
る
施
策
を
進

め
て
ほ
し
い
が

答　
活
力
あ
る
地
域
を
築

い
て
い
く
重
要
な
施
策
と

捉
え
て
お
り
、
引
き
続
き

多
面
的
に
検
討
し
て
い
く
。

㉄
　
昨
年
７
月
の
豪
雨
で

浸
水
が
ひ
ど
か
っ
た
地
域

の
対
策
は

答　
令
和
３
年
度
か
ら
浸

水
被
害
の
軽
減
を
目
的
に

計
画
策
定
を
進
め
て
い
く
。

㉄
　
長
年
に
わ
た
り
未
着

手
で
あ
っ
た
水
俣
駅
前
広

場
ふ
れ
あ
い
館
、
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
旧
煙
突

解
体
、
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
吊
り
天
井
の
改
修

や
工
事
が
急
務
と
な
り
、

過
去
の
市
政
運
営
に
お
け

る
負
の
側
面
が
顕
在
化
し

た
が
、
現
在
ま
で
先
送
り

し
た
こ
と
に
よ
る
費
用
増

は
発
生
す
る
か

答　
人
件
費
、
資
材
等
の

高
騰
に
よ
り
工
事
価
格
が

上
昇
、
旧
煙
突
解
体
に
つ

い
て
は
大
気
汚
染
防
止
法

の
改
正
に
伴
う
費
用
も
増

加
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
に
つ
い
て

㉄
　
本
市
に
お
け
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
対
応
は

答　
か
か
り
つ
け
医
等
の

個
別
接
種
と
休
日
等
に
対

応
す
る
集
団
接
種
の
両
面

で
医
師
会
と
調
整
し
て
い

る
。
住
民
へ
の
開
始
時
期

は
、
早
け
れ
ば
４
月
下
旬

以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

㉄
　
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

答　
３
月
８
日
か
ら
12
日

ま
で
に
希
望
者
６
３
４
人

に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
て
い
る
。 水俣駅前広場

ふれあい館

他市のリサイクル
ステーション
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㉄
　
本
市
の
経
済
状
況
は

産
業
別
総
生
産
額
、
雇
用

数
が
減
少
し
て
お
り
、
経

済
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

今
後
は
経
済
圏
も
広
域
的

に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

本
市
と
出
水
市
間
の
通
学
、

通
勤
の
実
数
は

答　
本
市
か
ら
出
水
市
へ

の
通
学
者
数
は
１
１
０
人
、

通
勤
者
数
は
５
１
１
人
。

出
水
市
か
ら
本
市
へ
の
通

学
者
数
は
５
人
、
通
勤
者

数
は
８
２
９
人
。

㉄
　
本
市
と
近
隣
市
の
お

互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、

新
事
業
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は

答　
広
域
的
な
事
業
者
連

県
境
を
越
え
た
経

済
連
携
に
つ
い
て

田口　憲雄　議員

（自由民主党自民会派）

県境のまちに　　　　
新たな経済連携対策を

携
は
地
域
経
済
の
将
来
を

見
据
え
た
新
た
な
経
済
施

策
の
方
向
性
の
１
つ
。
効

果
的
な
施
策
を
検
討
し
た

い
。

㉄
　
生
産
者
と
加
工
者
等

の
広
域
連
携
で
６
次
産
業

化
を
進
め
る
考
え
は

答　
広
域
的
に
生
産
者
と

加
工
者
、
販
売
者
が
結
び

つ
く
こ
と
は
、
可
能
性
が

期
待
で
き
る
。
ま
ず
は
周

辺
自
治
体
の
状
況
等
を
把

握
す
る
。

㉄
　
庁
内
に
他
市
町
と
の

連
携
を
検
討
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
す
べ
き
で
は

答　
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
や
意
向
も
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
関
係
課
で
他
自
治
体

の
関
係
課
等
に
話
を
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
つ
い
て

㉄
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
担
当
部
署
の
人
員
体

制
は
十
分
か

答　
今
後
は
業
務
が
更
に

増
え
る
た
め
、
会
計
年
度

任
用
職
員
を
新
た
に
３
人

雇
用
し
取
り
組
む
。

㉄
　
質
の
高
い
医
療
、
看

護
の
た
め
の
人
材
育
成
の

方
策
は

答　
看
護
師
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
た

め
、
認
定
看
護
師
等
資
格

を
取
得
し
た
職
員
に
対
し
、

月
々
定
額
の
手
当
を
支
給

す
る
制
度
を
新
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。

地
域
防
災
の
対
策

に
つ
い
て

㉄
　
新
た
な
想
定
最
大
規

模
の
洪
水
浸
水
想
定
に
対

す
る
対
策
は
。
ま
た
、
地

域
防
災
計
画
へ
の
反
映
は

答　
現
在
、
最
大
規
模
の

洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
に

存
在
す
る
総
合
体
育
館

（
本
館
）、
も
や
い
館
な
ど

垂
直
避
難
が
可
能
な
避
難

所
を
洗
い
出
し
中
。
地
域

防
災
計
画
は
、
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
素
案
の
作
成
中

で
、
令
和
３
年
５
月
の
本

市
防
災
会
議
で
承
認
を
受

け
る
予
定
。

㉄
　
市
役
所
が
被
害
を
受

け
た
と
き
に
、
災
害
対
応

を
行
う
市
の
機
能
を
別
に

移
す
計
画
は
あ
っ
た
の
か

答　
市
役
所
仮
庁
舎
が
被

害
を
受
け
た
場
合
は
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

も
や
い
館
、
総
合
体
育
館

（
本
館
）
の
利
用
を
計
画

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
使

用
で
き
な
い
場
合
は
水
俣

芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
の
使
用
要
請
を

考
え
て
い
た
。

㉄
　
市
街
地
の
避
難
所
を

洪
水
等
で
使
用
で
き
な
い

場
合
は

答　
浸
水
想
定
区
域
内
で

あ
っ
て
も
、
垂
直
避
難
が

可
能
な
避
難
所
の
開
設
を

予
定
。

㉄
　
孤
立
す
る
可
能
性
が

あ
る
湯
出
、
久
木
野
地
区

の
対
策
は

答　
現
在
、
避
難
場
所
の

環
境
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
は
食
料
品
の
備
蓄
も

行
う
予
定
。

㉄
　
災
害
発
生
が
予
測
さ

れ
る
と
き
は
、
防
災
行
政

無
線
を
使
い
、
市
長
の
肉

声
で
の
放
送
を
行
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
で
は
な
い
か

答　
市
民
に
命
の
危
険
性

が
迫
っ
て
い
る
と
き
に
は
、

私
（
市
長
）
が
直
接
、
避

難
を
呼
び
か
け
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
の
水
俣
市
の
女
性
の

状
況
に
つ
い
て

㉄
　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

経
済
的
支
援
は

答　
昨
年
８
月
、
12
月
の

２
回
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
が
あ
り
、

追
加
給
付
も
あ
っ
た
。

㉄
　
国
、
県
か
ら
の
支
給

が
あ
っ
て
も
、
な
お
困
窮

す
る
事
例
が
あ
る
の
か

答　
少
数
だ
が
あ
る
。

㉄
　
子
ど
も
の
成
長
の
た

め
に
も
支
援
を
継
続
し
て

ほ
し
い
が
い
か
が
か

答　
様
々
な
支
援
を
す
る
。

㉄
　
水
俣
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
の
情

況
は
、
ど
の
よ
う
か

答　
精
神
的
、
肉
体
的
に

藤本　壽子　議員

（無限21）

新型コロナ禍のなかにある女性や子供へ
経済的精神的　更なる支援を

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
手

当
の
支
給
、
宿
泊
所
の
用

意
、
ま
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
」
等

へ
、
看
護
師
の
派
遣
を
依

頼
し
て
、
負
担
軽
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

㉄
　
仕
事
を
失
っ
た
飲
食

店
、
宿
泊
業
の
女
性
に
は

仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進

め
、
外
国
人
の
女
性
に
は

水
俣
の
文
化
や
暮
ら
し
を

知
る
た
め
に
も
日
本
語
学

校
の
よ
う
な
も
の
を
開
設

で
き
な
い
か

答　
困
っ
て
い
る
人
は
何

よ
り
市
役
所
に
来
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
外
国
人
女
性

等
へ
の
日
本
語
学
校
に
つ

い
て
は
、
国
の
事
業
が
な

い
か
調
べ
、
検
討
す
る
。

水
俣
市
の
少
子
化
対
策

に
つ
い
て

㉄
　
水
俣
市
が
行
っ
て
き

た
婚
活
支
援
が
あ
る
か

答　
男
女
の
出
会
い
を
創

出
す
る
事
業
を
行
う
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
た
。

㉄
　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
の
農
作
業
な
ど
を
出

会
い
の
場
と
す
れ
ば
、
定

住
化
も
進
む
と
思
う
が
い

か
が
か

答　
次
回
実
施
す
る
団
体

に
伝
え
る
。

㉄
　
出
水
市
に
は
、
定
住

化
策
に
「
子
育
て
世
帯
定

住
促
進
家
賃
補
助
」
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
水
俣
市

も
検
討
し
な
い
か

答　
様
々
な
検
討
を
す
る
。

㉄
　
水
俣
市
の
子
育
て
支

援
で
新
し
い
取
り
組
み
は

答　
「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」
を
４
月
に
開

設
。
更
に
「
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
性

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
更
な
る
支
援

を
行
う
。

風
力
発
電
建
設
に
伴
う

諸
問
題
に
つ
い
て

㉄
　
熊
本
県
に
建
て
ら
れ

て
い
る
６
市
町
村
の
風
力

発
電
を
調
査
す
る
と
、
老

朽
化
、
地
震
に
よ
る
被
害

で
停
止
、
ま
た
採
算
が
合

わ
ず
他
の
業
者
に
譲
渡
し

た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
事

業
の
最
後
ま
で
の
確
認
を

す
る
必
要
が
あ
る
が
い
か

が
か

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

が
定
め
る
「
事
業
計
画
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
事
業
終

了
時
の
撤
去
費
用
な
ど
へ

の
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

㉄
　
長
島
町
住
民
へ
の
風

力
発
電
に
よ
る
健
康
被
害

で
は
、
睡
眠
障
害
な
ど
が

２
キ
ロ
以
内
ま
で
及
ぶ
と

い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
実
施
地

域
か
ら
２
キ
ロ

ま
で
に
ど
れ
く

ら
い
の
住
民
が

住
ん
で
い
る
の

か

答　
３
社
で
重
な
る
所
が

あ
る
が
１
キ
ロ
以
内
82
戸

１
．
５
キ
ロ
以
内
２
２
８

戸
、
２
キ
ロ
以
内
２
６
０

戸
で
あ
る
。

㉄
　「
地
上
権
設
定
契
約
」

と
い
う
業
者
と
の
契
約
は
、

土
地
を
取
得
し
た
業
者
が

30
年
余
り
も
一
方
的
に
有

利
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

全
国
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
土
地
所
有
者
と
の
交

渉
は
始
ま
っ
て
い
る
か

答　
具
体
的
な
交
渉
は
始

ま
っ
て
い
な
い
。

㉄
　
市
長
は
、
市
民
を
守

る
た
め
、
本
市
に
計
画
予

定
の
風
力
発
電
計
画
反
対

の
２
回
目
の
署
名
提
出
を
、

自
ら
受
け
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
が
い
か
が
か

答　
そ
の
時
点
で
判
断
す

る
。
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大
規
模
風
力
発
電

計
画
に
つ
い
て

平岡　朱　議員

（日本共産党）

㉄
　
計
画
中
の
風
力
発
電

が
設
置
さ
れ
た
場
合
、
市

に
入
っ
て
く
る
固
定
資
産

税
は
ど
れ
く
ら
い
で
純
粋

な
収
益
増
と
な
る
の
は
そ

の
何
％
か

答　
現
時
点
で
固
定
資
産

税
の
算
出
は
で
き
な
い
。

理
論
上
、
増
収
分
の
25
％

が
純
増
す
る
。

㉄
　
水
俣
市
環
境
基
本
計

画
と
照
合
し
た
際
、
今
回

の
風
力
発
電
計
画
が
「
水

俣
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と

し
て
効
率
的
に
活
用
さ
れ

て
い
く
と
思
う
か

答　
計
画
中
の
事
業
は
事

業
者
が
売
電
で
の
収
益
を

目
的
と
し
て
お
り
、
市
民

教訓を伝え続けることは水俣の使命
「水俣病発生地域間交流事業」は継続実施を

が
直
接
利
用
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

放
課
後
の
児
童
の

居
場
所
に
つ
い
て

㉄
　
学
童
ク
ラ
ブ
で
児
童

が
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
は
日

常
的
に
十
分
と
は
言
え
ず

コ
ロ
ナ
禍
で
更
に
広
さ
の

確
保
が
必
要
と
思
う
が
定

員
の
見
直
し
を
行
う
考
え

は
な
い
か

答　
見
直
し
を
行
う
考
え

は
な
い
。

㉄
　
毎
年
待
機
児
童
も
い

る
中
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
新

設
・
増
設
に
つ
い
て
進
捗

状
況
は
い
か
が
か

答　
昨
年
、
民
間
学
童
ク

ラ
ブ
が
新
設
し
た
た
め
、

公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の
新

設
・
増
設
は
考
え
て
い
な

い
。生

活
保
護
制
度
に

つ
い
て

㉄
　
生
活
保
護
を
必
要
と

す
る
人
が
よ
り
相
談
し
や

す
い
環
境
を
作
る
た
め
に

「
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
」
と
い
う
積
極

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し

て
は
ど
う
か

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
で
制
度
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
発
信
し
た
い
。

㉄
　
申
請
の
際
の
ハ
ー
ド

ル
を
少
し
で
も
下
げ
る
た

め
の
更
な
る
手
立
て
が
取

れ
な
い
か

答　
厚
労
省
の
取
り
組
み

等
を
参
考
に
制
度
の
周
知

に
努
め
た
い
。

水
俣
病
教
訓
発
信

事
業
に
つ
い
て

㉄
　
本
事
業
は
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ

た
か

答　
水
俣
病
の
教
訓
や
情

報
を
発
信
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
令
和
元

年
度
か
ら
は
新
潟
と
水
俣

の
子
ど
も
た
ち
の
「
水
俣

病
発
生
地
域
間
交
流
事

業
」
を
行
い
、
よ
り
深
い

水
俣
病
の
理
解
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

㉄
　
本
事
業
の
財
源
内
訳

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

答　
国
80
％
、
県
20
％
、

補
助
率
１
０
０
％
で
あ
る
。

㉄
　
来
年
度
、「
水
俣
病

発
生
地
域
間
交
流
事
業
」

を
実
施
し
な
い
理
由
は
財

源
の
問
題
で
は
な
い
と
思

う
が
、
実
施
に
至
ら
な
い

理
由
は
何
か

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実

施
の
見
通
し
が
立
た
な
い

た
め
、
計
画
し
て
い
な
い
。

㉄
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実

施
で
き
る
か
分
か
ら
な
い

事
業
は
他
の
事
業
で
も
あ

り
得
る
。
同
じ
コ
ロ
ナ
を

理
由
に
な
ぜ
初
め
か
ら
本

事
業
を
見
送
る
の
か
大
変

不
思
議
に
感
じ
る
。
新
潟

県
も
「
新
潟
水
俣
病
情
報

発
信
事
業
」
が
あ
り
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
実
施
で
き

る
か
分
か
ら
な
い
が
予
算

は
計
上
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
今
年
は
水
俣

病
公
式
確
認
か
ら
65
年
の

年
で
あ
り
、
事
業
の
目
的

か
ら
照
ら
し
て
も
来
年
度

も
ぜ
ひ
水
俣
の
子
ど
も
た

ち
に
こ
の
交
流
事
業
に
参

加
で
き
る
機
会
を
残
し
て

ほ
し
い
。
せ
め
て
実
施
計

画
を
立
て
て
お
く
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か

答　
感
染
予
防
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
た
の
で
「
水

俣
病
発
生
地
域
間
交
流
事

業
」
は
実
施
し
な
い
。
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行
財
政
改
革
に
つ
い
て

林業の成長産業化と森林資源

渕上　茂樹　議員

（誠心会）

㉄
　
今
後
の
財
政
の
中
長

期
的
な
見
通
し
は

答　
各
公
共
施
設
が
老
朽

化
し
て
お
り
長
寿
命
化
の

対
応
や
更
新
の
必
要
が
あ

る
こ
と
、
資
金
収
支
は
地

方
債
の
償
還
に
必
要
な
資

金
を
基
金
の
取
り
崩
し
等

に
よ
っ
て
確
保
し
て
お
り
、

引
き
続
き
行
政
コ
ス
ト
の

抑
制
と
税
収
の
増
加
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
財
政
の

中
長
期
的
な
見
通
し
は
、

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
考
え
て
い
る
。

㉄
　
第
６
次
水
俣
市
総
合

計
画
の
見
直
し
は

答　
具
体
的
な
施
策
、
事

業
を
定
め
る
実
施
計
画
に

お
い
て
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
財
政
状
況
等
を
踏
ま

え
、
必
要
な
見
直
し
を
行

う
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て

㉄
　
令
和
２
年
度
と
令
和

３
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
経
常
収
支
比
率
は

答　
令
和
２
年
度
当
初
予

算
は
、
１
０
１
．
５
％
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
は

１
０
０
％
と
試
算
し
た
。

㉄
　
令
和
３
年
度
当
初
予

算
で
削
減
対
象
と
し
た
事

業
名
と
削
減
期
間
は

答　
令
和
３
年
度
当
初
予

算
編
成
方
針
で
、
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
80
％
の
シ
ー

リ
ン
グ
を
設
定
し
、
新
規

の
普
通
建
設
事
業
を
原
則

凍
結
し
た
。
交
付
金
の
対

象
と
な
る
道
路
改
良
事
業

に
つ
い
て
見
直
し
と
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
事
業
助
成
金

を
削
減
し
、
敬
老
祝
金
事

業
も
対
象
者
の
見
直
し
を

行
っ
た
。
削
減
期
間
は
、

事
業
ご
と
に
個
別
に
判
断

す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

㉄
　
水
俣
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
支
援
は

答　
今
年
度
は
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
支
援
し
た
。

今
後
も
第
３
次
交
付
金
の

活
用
を
含
め
診
療
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
支
援
を
行
う
。

㉄
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
し
な
い
方
へ
の
差
別
、

い
じ
め
、
不
利
益
な
取
り

扱
い
は

答　
偏
見
・
差
別
等
の
防

止
に
向
け
た
普
及
啓
発
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
把

握
、
相
談
対
応
等
を
行
う
。

森
林
伐
採
に
つ
い
て

㉄
　
森
林
伐
採
の
問
題
点

は答　
管
理
の
行
き
届
か
な

い
放
置
山
林
が
増
加
し
て
、

土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源

涵
養
な
ど
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
が
低
下
す
る
。

40
年
生
以
上
の
伐
期
を
迎

え
て
い
る
森
林
が
地
域
に

よ
っ
て
は
全
体
の
78
％
以

上
を
占
め
て
お
り
伐
採
面

積
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

㉄
　
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
り
組
み
は

答　
森
林
所
有
者
が
、
本

市
で
作
成
す
る
経
営
管
理

権
集
積
計
画
に
取
り
込
み
、

森
林
経
営
を
水
俣
市
や
意

欲
あ
る
林
業
事
業
体
に
委

ね
た
い
。

㉄
　
伐
採
地
に
近
接
す
る

市
道
へ
の
安
全
対
策
は

答　
伐
採
地
に
隣
接
す
る

市
道
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
危
険
な
箇
所
か
ら

優
先
的
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
す
る
な
ど
安
全
対

策
を
講
じ
る
。

㉄
　
今
後
の
森
林
経
営
制

度
の
計
画
は

答　
森
林
・
林
業
関
係
業

務
に
か
か
わ
る
市
職
員
を

対
象
に
専
門
的
知
識
の
取

得
や
、「
意
欲
と
能
力
の

あ
る
林
業
経
営
者
」
の
林

業
経
営
体
の
育
成
や
林
業

従
事
者
の
確
保
、
育
成
に

向
け
た
取
り
組
み
の
支
援

を
考
え
た
い
。
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㉄
　
令
和
３
年
度
予
算
か

ら
家
庭
部
門
低
炭
素
事
業

が
消
え
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
効
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
、
ま
た
前
年
度
予
算

の
使
い
残
し
は
あ
っ
た
か

答　
家
庭
用
省
エ
ネ
設
備

機
器
に
対
す
る
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
は
、
５
年
間
で
約

１
４
８
１
ト
ン
と
推
計
さ

れ
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
。

ま
た
、
前
年
度
予
算
は
す

べ
て
消
化
し
て
い
る
。

㉄
　
温
暖
化
防
止
は
全
世

界
が
緊
急
か
つ
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
課
題
だ
。

代
わ
り
に
何
を
や
る
の
か

答　
森
林
保
全
、
公
共
交

通
の
推
進
、
公
共
施
設
へ

環
境
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

髙岡　朱美　議員

（日本共産党）

温暖化対策は緊急課題　
予算カットは許されない

の
再
エ
ネ
導
入
を
図
る
。

㉄
　
市
民
の
意
識
改
革
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

自
治
体
版
Ｒ
Ｅ
１
０
０
を

目
差
し
て
み
な
い
か

答　
意
義
深
い
が
、
見
極

め
て
判
断
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症 

リ
バ
ウ
ン
ド
対
策

に
つ
い
て

㉄
　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
発

生
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
対

処
方
法
、
人
的
、
財
政
的

影
響
は
ど
う
だ
っ
た
か

答　
保
健
所
が
割
り
出
し

た
濃
厚
接
触
者
の
ほ
か
医

師
の
判
断
で
対
象
を
広
げ

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
た
。

同
時
に
新
規
入
院
患
者
の

受
け
入
れ
停
止
、
緊
急
性

の
な
い
手
術
の
延
期
、
県

か
ら
応
援
ス
タ
ッ
フ
の
派

遣
が
あ
り
、
過
度
な
職
員

へ
の
負
担
は
な
か
っ
た
。

医
業
収
支
へ
の
影
響
は
、

入
院
・
外
来
と
も
患
者
数

の
大
幅
減
で
、
令
和
３
年

１
月
末
ま
で
の
累
計
は
前

年
比
、
約
２
億
２
千
万
円

の
減
収
で
あ
る
。

㉄
　
年
末
年
始
に
高
齢
者

施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
相

次
ぎ
、
熊
本
市
周
辺
の
病

院
で
は
医
療
崩
壊
状
態

だ
っ
た
。
高
齢
者
施
設
で

感
染
者
を
出
さ
な
い
こ
と

が
医
療
体
制
を
守
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
厚
労
省
も

施
設
職
員
に
対
す
る
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
推
奨

し
て
い
る
。
せ
め
て
ワ
ク

チ
ン
が
行
き
わ
た
る
ま
で

取
り
組
め
な
い
か

答　
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経

験
で
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
っ
て
は
検
査
を
す
り
抜

け
る
場
合
も
あ
る
。
財
政

的
に
も
難
し
い
。

不
登
校
児
童
の

支
援
に
つ
い
て

㉄
　
不
登
校
児
童
数
の
推

移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
本
市
の
「
自
立
支
援

室
」
は
な
ぜ
午
前
中
し
か

開
設
し
な
い
の
か

答　
令
和
元
年
度
は
小
中

合
わ
せ
14
人
で
、
こ
こ
５

年
間
は
横
ば
い
で
あ
る
。

支
援
室
が
午
前
中
の
み
な

の
は
、
支
援
体
制
と
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
観
点

か
ら
で
あ
る
。

㉄
　
文
科
省
の
全
国
調
査

で
は
、
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
５
年
前
と
比
べ
２
倍

の
19
万
人
、
保
健
室
登
校

な
ど
も
含
め
る
と
44
万
人

に
上
っ
て
い
る
。
こ
の
事

態
を
受
け
、
２
０
１
６
年

に
成
立
し
た
教
育
確
保
法

は
、
学
校
至
上
主
義
か
ら

発
想
を
転
換
さ
せ
、
一
人

一
人
に
あ
っ
た
教
育
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
水
俣
の
不
登
校

数
は
比
較
的
少
な
い
が
、

教
育
は
す
べ
て
の
子
ど
も

に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
民
間
が
運
営
す

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が

な
い
自
治
体
で
は
公
共
教

育
の
役
割
が
大
き
い
。
午

前
中
入
室
し
、
午
後
は
家

に
帰
る
し
か
選
択
肢
を
用

意
し
て
い
な
い
状
況
は
、

教
育
確
保
法
の
理
念
に

沿
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
全
国
的
に
は
終
日
開

設
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

数
で
あ
り
、
学
校
と
同
様

に
午
後
も
開
設
す
べ
き
で

は
な
い
の
か

答　
今
の
と
こ
ろ
午
後
も

開
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う

児
童
生
徒
の
要
望
は
な
く
、

体
制
の
問
題
も
あ
る
た
め

考
え
て
い
な
い
。

普
及
が
進
み
だ
し
た

家
庭
用
蓄
電
池
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真野　頼隆　議員

（真志会）

水
俣
市
総
合
計
画
の

経
済
・
産
業
分
野
に

つ
い
て

㉄
　
約
20
年
ぶ
り
に
工
場

等
の
新
設
を
伴
う
２
社
の

企
業
誘
致
が
実
現
し
た
が
、

そ
の
経
緯
は

答　
地
元
企
業
か
ら
の
情

報
を
得
る
や
、
即
座
に
市

長
、
副
市
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
担
当
課
の
職
員
の

熱
意
あ
る
行
動
が
実
を
結

ん
だ
も
の
と
考
え
る
。

㉄
　「
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
」
を
廃
止
し
、「
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
創

設
す
る
と
の
こ
と
だ
が

答　

環
境
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
一
定
の
役

割
は
終
え
、
今
後
は
Ｓ
Ｄ

来春、装いを新たに「道の駅」グランドオープン
まつぼっくりは「木のおもちゃ館」に改修

Ｇ
ｓ
の
考
え
に
基
づ
き
、

企
業
の
事
業
活
動
を
集
中

的
に
支
援
す
る
た
め
、
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
創
設
。

㉄
　
道
の
駅
み
な
ま
た
の

整
備
の
状
況
と
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン

ト
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
新
し
い
物
産
館
の
新

築
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
改
修
は
今

年
12
月
ま
で
に
、
ま
つ

ぼ
っ
く
り
の
木
の
お
も

ち
ゃ
館
へ
の
改
修
は
来
年

３
月
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
。

Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を

含
め
、
各
種
媒
体
を
使
っ

た
広
報
、
県
と
連
携
し
た

情
報
発
信
を
考
え
て
い
る
。

㉄
　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

答　
官
公
庁
が
公
募
し
た

事
業
に
観
光
物
産
協
会
が

応
募
し
た
が
不
採
択
と

な
っ
た
。
市
内
の
業
者
で

も
関
心
が
出
始
め
て
い
る

の
で
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境

な
ど
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
、
温
泉
な
ど
の
観
光
資

源
を
生
か
し
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
観

光
客
の
誘
致
に
向
け
、
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
に
つ
い
て

㉄
　
現
在
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
小
田
代
ト
ン
ネ
ル
は

既
に
貫
通
、
中
尾
山
ト

ン
ネ
ル
も
残
す
と
こ
ろ

１
０
０
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

芦
北
出
水
道
路
の
用
地
取

得
も
98
％
で
あ
る
が
、
袋

イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
も

に
供
用
開
始
時
期
は
未
定

と
な
っ
て
い
る
。

㉄
　
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
設

置
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
は
し
た
の
か

答　
福
岡
県
行
橋
市
の
東

九
州
自
動
車
道
の
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
整
備
を

調
査
し
た
が
、
市
の
負
担

額
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

現
状
で
は
厳
し
い
。

㉄
　
袋
イ
ン
タ
ー
線
と
国

道
３
号
線
と
の
交
差
点
に

信
号
は
設
置
さ
れ
る
の
か

答　
計
画
交
通
量
に
基
づ

き
、
警
察
と
協
議
を
行
っ

た
結
果
、
現
時
点
で
は
必

要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

㉄
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
、

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
国
民
が
持
つ
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

答　
国
民
一
人
一
人
に
12

桁
の
番
号
を
付
与
す
る
こ

と
で
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
３
つ
の
分
野

で
国
民
の
利
便
性
の
向
上

や
行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
国
民

の
利
便
性
の
向
上
、
行
政

の
効
率
化
、
公
平
公
正
な

社
会
の
実
現
が
あ
げ
ら
れ

る
。
今
後
は
健
康
保
険
証

の
利
用
、
運
転
免
許
証
と

の
一
体
化
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
の
活
用
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

㉄
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と

は
ど
う
い
っ
た
も
の
か

答　
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
で
、
チ
ャ
ー
ジ

や
買
い
物
を
す
る
と
、
利

用
金
額
の
25
％
、
上
限

５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ

る
。
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杉迫　一樹　議員

（無限21）

市
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク

運
用
状
況
に
つ
い
て

㉄
　
一
般
企
業
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
同
様
の
運
用
が
で

き
て
い
る
の
か
。
現
在
ど

の
よ
う
な
業
務
を
テ
レ

ワ
ー
ク
で
行
な
っ
て
い
る

か答　
市
役
所
の
業
務
は
、

一
般
企
業
の
業
務
内
容
と

違
い
、
窓
口
対
応
や
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
業
務
が

多
く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
行

え
る
業
務
は
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

活
用
は
進
ん
で
い
な
い
。

㉄
　
現
在
の
テ
レ
ワ
ー
ク

用
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
状
況

は
ど
う
か

答　
８
月
に
国
の
交
付
金

を
活
用
し
35
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
購
入
し
た
が
、
現
在

性別に捉われないジェンダーレスへの
理解と取り組みを

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
用
と
し

て
の
運
用
は
な
く
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
用
が
６
台
、

緊
急
時
の
窓
口
開
設
用
と

し
て
４
台
を
運
用
し
て
い

る
。

㉄
　
こ
の
備
品
は
新
型
コ

ロ
ナ
関
連
以
外
の
用
途
と

し
て
も
使
用
可
能
な
も
の

か答　
交
付
金
の
目
的
と
す

る
用
途
以
外
に
使
用
で
き

な
い
が
、
今
後
の
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
す
る
た

め
で
あ
れ
ば
幅
広
く
活
用

で
き
る
。

水
俣
市
障
が
い
者
計
画
に

つ
い
て

㉄
　
平
成
27
年
度
〜
32
年

度
の
本
計
画
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か

答　
前
回
の
計
画
の
施
策

と
し
て
37
項
目
あ
っ
た
が
、

目
標
を
達
成
し
て
い
る
項

目
が
21
項
目
、
不
十
分
で

あ
っ
た
が
16
項
目
、
改
善

が
必
要
は
０
項
目
と
評
価

し
て
い
る
。

㉄
　
今
後
も
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
充
実
に
努
め
る

の
か

答　
国
の
制
度
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
新
法
を
基
本
と
し

て
取
り
組
む
。

㉄
　
前
回
の
計
画
に
は
水

俣
病
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、

な
ぜ
、
今
回
は
記
載
が
な

い
の
か

答　
本
計
画
は
、
本
市
に

関
わ
る
障
が
い
当
事
者
、

家
族
、
支
援
者
全
体
の
計

画
で
あ
り
、
水
俣
病
患
者

や
被
害
者
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
記
載
し
て
い
な

い
。

市
中
学
校
の
校
則
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

㉄
　
校
則
の
見
直
し
は
毎

年
行
う
の
か
。
ど
ん
な
こ

と
に
着
目
し
て
見
直
す
の

か答　
市
内
中
学
校
に
お
い

て
、
前
年
度
の
生
徒
指
導

上
の
問
題
点
や
課
題
、
地

域
や
生
徒
の
実
態
も
考
慮

し
て
、
毎
年
見
直
し
の
検

討
し
て
い
る
。

㉄
　
学
力
の
向
上
や
低
下
、

風
紀
の
乱
れ
な
ど
に
関
わ

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
項
目

が
あ
る
が
、
校
則
の
役
割
、

時
代
の
変
化
に
伴
う
校
則

の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か

答　
一
見
、
学
力
や
風
紀

の
乱
れ
に
直
接
関
係
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
項
目

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

学
校
が
集
団
生
活
の
場
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の

決
ま
り
を
設
け
て
い
る
。

今
後
も
時
代
の
流
れ
に

沿
っ
た
見
直
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

㉄
　
熊
本
県
内
の
中
学
校

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制

服
を
導
入
し
て
い
る
中
学

校
は
あ
る
か

答　
男
女
別
の
制
服
と
は

別
に
、
第
三
の
制
服
を
選

択
可
能
と
し
て
い
る
学
校

が
３
校
、
来
年
度
か
ら
導

入
す
る
学
校
が
１
校
、
ま

た
、
導
入
に
向
け
て
検
討

を
始
め
て
い
る
学
校
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

㉄
　
本
市
中
学
校
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入

が
で
き
な
い
か

答　

文
部
科
学
省
か
ら

「
性
同
一
性
障
害
に
係
る

児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め

細
や
か
な
対
応
等
の
実
施

に
つ
い
て
」
の
通
知
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

本
市
の
中
学
校
の
制
服
は
、

詰
襟
と
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ

り
、
仮
に
ブ
レ
ザ
ー
に
変

え
る
必
要
が
あ
る
場
合
、

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担

も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に

つ
い
て

㉄
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
象
者
数
の
把
握

は
で
き
て
い
る
か

答　
令
和
３
年
２
月
時
点

で
、
本
市
在
住
の
65
歳
以

上
は
、
約
９
５
０
０
人
、

60
歳
か
ら
64
歳
は
、
約

１
８
０
０
人
、
16
歳
以
上

60
歳
未
満
は
、
約
１
万 

２
５
０
０
人
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
高
齢
者
施
設
等

の
従
事
者
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
が
調
査
中
で
、

後
日
、
情
報
提
供
が
あ
る

予
定
で
あ
る
。
市
民
の
基

礎
疾
患
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
把
握
で
き
な
い
た
め
、

牧下　恭之　議員

（公明党）

市民の命と安全を守る
新型コロナワクチン接種体制の整備を

そ
の
対
象
者
数
は
不
明
で

あ
る
。

㉄
　
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
と

時
間
短
縮
の
た
め
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
診
票
は
同
時
に
配
布

で
き
る
の
か

答　
現
在
、
65
歳
以
上
へ

の
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
付
を

３
月
下
旬
に
予
定
し
て
い

る
。
医
療
機
関
か
ら
の
要

望
で
、
予
診
票
は
４
月
中

旬
に
医
療
機
関
に
配
置
す

る
。な

お
、
65
歳
以
下
へ
は
、

４
月
以
降
順
次
発
送
予
定

で
あ
り
、
ク
ー
ポ
ン
券
と

予
診
票
の
同
時
配
付
は
、

今
後
、
医
療
機
関
と
検
討

す
る
。

㉄
　
地
域
毎
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

流
通
を
担
当
す
る
卸
業
者

を
設
定
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
決
ま
っ
て
い
る
か

答　
現
在
、
薬
事
承
認
さ

れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
か
ら
直
接
、

超
低
温
冷
凍
庫
が
設
置
さ

れ
て
い
る
保
健
セ
ン
タ
ー

に
配
送
さ
れ
る
。
針
、
シ

リ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
県

が
地
域
毎
に
担
当
卸
業
者

を
決
定
し
、
配
送
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

㉄
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
予
約
の
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

答　
接
種
予
約
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

と
同
様
に
、
接
種
を
希
望

す
る
医
療
機
関
へ
事
前
に

予
約
の
連
絡
を
い
れ
て
も

ら
う
か
、
本
市
が
、
今
後

設
置
を
予
定
し
て
い
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
予
約

を
し
て
も
ら
う
等
の
体
制

を
構
築
す
る
。

㉄
　
接
種
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
新
た
な
「
ワ
ク

チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ

ム
」
へ
の
取
り
組
み
状
況

は答　
内
閣
官
房
が
開
発
を

進
め
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
記
録
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
シ
ス
テ
ム
概
要
等

の
説
明
し
か
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
、
運
用
状
況

等
の
詳
細
が
示
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

㉄
　
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
受
け
付
け
を

利
用
す
る
考
え
は
な
い
か

答　
本
市
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
運
営
に

つ
い
て
は
、
外
部
委
託
を

予
定
し
て
お
り
、
既
に
業

者
選
定
が
済
ん
で
い
る
。

㉄
　
高
齢
者
施
設
な
ど
で

認
知
症
の
方
へ
の
接
種

に
、
意
思
確
認
が
難
し
い

場
合
は

答　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
と
同
様
に
、
家

族
や
成
年
後
見
人
等
の
同

意
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

㉄
　
接
種
体
制
の
整
備
に

必
要
な
人
員
確
保
に
関
し

て
、
緊
急
雇
用
創
出
の
観

点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
仕
事
を
失
っ
た
人
を
念

頭
に
、
求
職
者
、
休
業
者

な
ど
の
採
用
が
で
き
な
い

か答　
令
和
３
年
４
月
か
ら
、

新
た
に
３
人
の
会
計
年
度

任
用
職
員
の
採
用
を
予
定

し
て
い
る
。
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田中　睦　議員

（無限21）
教
育
費
の
割
合

に
つ
い
て

㉄
　
本
市
の
一
般
会
計
に

お
け
る
教
育
費
の
割
合
は
、

来
年
度
ま
で
の
５
年
間
の

平
均
が
７
．
１
％
で
あ
る
。

教
職
員
の
人
件
費
が
含
ま

れ
る
熊
本
市
を
除
く
12
市

の
同
期
間
の
平
均
が
８
．

８
％
で
あ
る
。
今
年
度
の

本
市
の
割
合
は
６
．
５
％

で
、
他
市
の
10
．
５
％
と

比
べ
て
４
％
も
低
い
。
教

育
予
算
の
増
額
を
求
め
る

が
、
ど
う
か

答　
令
和
３
年
度
の
割
合

が
５
．
３
％
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
庁
舎
建
て
替
え

に
よ
り
歳
出
が
史
上
最
大

規
模
と
な
っ
て
お
り
、
分

母
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

88歳対象の敬老祝い金が廃止に

他
市
と
比
べ
て
本
市
の
教

育
費
の
割
合
が
突
出
し
て

低
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

必
要
と
判
断
さ
れ
る
予
算

は
可
能
な
限
り
措
置
を
し

て
い
る
の
で
、
増
額
は
考

え
て
い
な
い
。

㉄
　
教
育
予
算
は
市
の
教

育
に
対
す
る
姿
勢
の
表
れ

だ
。
市
長
は
施
政
方
針
で

「
児
童
生
徒
の
抱
え
る

様
々
な
課
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
人
材
の
確
保
・

配
置
」
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
来
年
度
予
算
で

は
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
が
３
人
減
と
な
っ
て
い

る
。
施
政
方
針
に
逆
行
し

て
い
る
。
徐
々
に
教
育
費

の
割
合
を
高
く
す
る
と
い

う
方
向
性
を
示
し
て
、
水

俣
の
未
来
を
創
り
、
担
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
力
を
注
ぐ
姿
勢
を
、

数
字
の
上
で
も
表
し
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
ど
う
か

答　
予
算
編
成
は
予
め
割

合
を
定
め
て
行
う
も
の
で

は
な
く
、
個
々
の
事
業
の

必
要
性
と
効
果
を
詳
細
に

査
定
し
て
行
っ
て
い
る
。

必
要
と
判
断
す
る
予
算
は

確
実
に
措
置
し
て
い
く
。

敬
老
祝
い
金
に

つ
い
て

㉄
　
敬
老
祝
い
金
は
何
に

基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
の

か答　
水
俣
市
敬
老
祝
金
条

例
に
基
づ
い
て
、
対
象
者

に
２
万
円
を
支
給
す
る
も

の
だ
。

㉄
　
祝
い
金
が
支
給
さ
れ

る
対
象
者
と
来
年
度
の
人

数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
祝
い
金
の
対
象
者
は
、

毎
年
９
月
15
日
の
時
点
で

満
88
歳
に
な
る
方
で
あ

る
。
来
年
度
の
該
当
者
は

２
４
２
人
だ
。

㉄
　
今
回
ど
う
変
え
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
は

答　
来
年
度
は
祝
い
金
を

廃
止
し
た
い
。
理
由
は
、

特
定
の
年
齢
の
方
に
現
金

を
支
給
す
る
の
で
は
な
く
、

広
く
高
齢
者
の
介
護
予
防

や
認
知
症
施
策
等
を
行
っ

て
い
く
た
め
で
あ
る
。

㉄
　
該
当
者
に
と
っ
て
は

不
利
益
に
な
る
。
こ
う
い

う
場
合
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
等
に
事
前
に
説
明

を
し
て
理
解
を
求
め
る
な

ど
の
配
慮
が
必
要
で
は
な

か
っ
た
か
。
そ
う
い
う
手

立
て
を
取
っ
た
の
か

答　
敬
老
祝
い
金
は
個
人

へ
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

特
定
の
団
体
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
な
い
の
で
、
説

明
は
要
ら
な
い
と
考
え
る
。

㉄
　
条
例
に
基
づ
い
て
支

給
す
る
も
の
な
ら
ば
、
祝

い
金
廃
止
と
条
例
改
正
は

同
時
に
提
案
す
べ
き
で
は

な
い
か

答　
同
時
に
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定

は
な
い
。
追
加
提
案
で

あ
っ
て
も
今
議
会
に
提
案

し
て
い
る
の
で
、
同
時
に

提
案
し
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。

㉄
　
ど
う
し
て
も
祝
い
金

を
廃
止
し
た
い
の
な
ら
、

基
準
日
の
９
月
15
日
以
降

に
生
ま
れ
た
、
今
年
度
中

に
88
歳
に
な
る
人
ま
で
支

給
対
象
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か

答　
限
ら
れ
た
予
算
を
介

護
予
防
な
ど
の
必
要
と
さ

れ
る
高
齢
者
施
策
に
活
用

す
る
。
そ
の
た
め
、
今
年

度
中
に
満
88
歳
に
な
る
方

を
対
象
に
支
給
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

百寿
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ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

㉄
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
部

門
を
市
長
部
局
に
設
置
す

る
狙
い
と
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い

く
の
か

答　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
初
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

関
連
事
業
を
効
果
的
に
展

開
し
、
よ
り
強
く
地
域
振

興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
庁

内
で
総
合
的
に
事
業
を
推

進
す
る
体
制
を
築
く
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。
取
り
組

み
は
、
春
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ

ス
タ
開
催
と
５
月
の
聖
火

リ
レ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

連
携
し
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
、
令
和
４
年
度
の

県
民
体
育
祭
で
地
域
資
源

桑原　一知　議員

（真志会）

75歳以上及び
障がいがある方を対象に

みなくるバス運賃無償化に

の
ア
ピ
ー
ル
を
考
え
て
い

る
。
こ
の
他
に
も
地
域
振

興
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
大
会
、

合
宿
の
誘
致
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

㉄
　
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
基
金
の
寄
付
状

況
は

答　
令
和
３
年
２
月
末
日

ま
で
、
地
元
企
業
等
か
ら

の
寄
附
が
延
べ
１
９
５

件
、
約
６
８
９
万
円
。
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付

が
延
べ
６
８
６
件
、
約

１
０
８
９
万
円
で
あ
る
。

㉄
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地

域
活
性
化
を
図
る
組
織
づ

く
り
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
に
取
り

組
む
考
え
は

答　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
観

光
物
産
協
会
な
ど
の
関
係

す
る
団
体
と
協
議
を
行
な

い
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

㉄
　
自
転
車
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
の
練
り
直
し

や
日
本
一
長
い
運
動
場
を

活
か
す
こ
と
が
で
き
な 

い
か

答　
幅
広
い
観
点
か
ら
の

取
り
組
み
は
大
切
で
あ
る
。

現
在
、
熊
本
県
に
お
い
て
、

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本

一
長
い
運
動
場
を
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
熊

本
県
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
や
水
俣
高
校
の
校
内

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
も
利
用

さ
れ
た
実
績
も
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
資
源
と
し
て
も
活

か
し
て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
網

に
つ
い
て

㉄
　
第
２
期
水
俣
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

基
づ
く
改
善
と
新
た
な
取

り
組
み
は

答　
改
善
を
図
っ
た
の
は
、

１
便
平
均
利
用
者
数
が
１

人
未
満
と
な
っ
て
い
た
乗

合
タ
ク
シ
ー
４
路
線
を
電

話
予
約
型
に
移
行
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
75
歳
以
上
の
方

や
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど

を
対
象
に
、
み
な
く
る
バ

ス
運
賃
無
償
化
を
８
月
頃

か
ら
実
施
す
る
。

㉄
　
利
用
者
が
少
な
い
乗

合
タ
ク
シ
ー
路
線
を
電
話

予
約
型
に
移
行
し
た
が
、

財
政
負
担
の
抑
制
見
込
み

は答　
約
１
７
０
万
円
の
財

政
負
担
の
抑
制
を
見
込
ん

で
い
る
。

㉄
　
水
俣
市
が
負
担
す
る

地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補

助
金
の
推
移
は

答　

平
成
30
年
度
は
、

７
９
０
９
万
３
千
円
。
令

和
元
年
度
は
、
８
１
２
３ 

万
２
千
円
。
令
和
２
年
度

は
、
８
８
１
７
万
円
で
あ

る
。

㉄
　
路
線
バ
ス
維
持
の
た

め
に
、
負
担
金
が
毎
年
増

え
て
い
る
中
、
他
の
自
治

体
と
連
携
し
熊
本
県
を
交

え
て
、
バ
ス
事
業
者
と
負

担
金
に
つ
い
て
協
議
で
き

な
い
か

答　
令
和
３
年
春
季
熊
本

県
都
市
財
政
課
長
会
議
に

て
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
バ
ス
路
線
を
維
持
し
て

い
く
た
め
の
公
的
負
担
の

増
大
抑
止
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
本
市
か
ら
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
、
熊
本
県

地
域
公
共
交
通
協
議
会
の

場
に
お
い
て
も
、
公
的
負

担
の
増
大
に
つ
い
て
問
題

提
起
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
他
自
治
体
と
問
題
を

共
有
し
、
連
携
を
図
る
。
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ．当日の中継や過去の議会も見られます！

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ．質問や答弁のキーワードで検索できます！

水俣市議会ホームページから
「議会インターネット中継」

をクリック！

水俣市議会ホームページから
「水俣市議会会議録検索」

をクリック！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

水俣市  議会 検索

１月21日　議会運営委員会

26日　議会運営委員会

２月５日　議会運営委員会

19日　議会運営委員会

26日　令和３年第１回水俣市議会定例会開会

３月９日　一般質問（～11日）

12日　各常任委員会

15日　総務産業委員会

16日　庁舎建替等対策特別委員会

18日　令和３年第１回水俣市議会定例会閉会

22日　議会タブレット研修会

23日　水俣芦北広域行政事務組合議会

令和３年の定例会は下表のとおりです（予定）。
新庁舎完成まではもやい館での開会となるため、
定例会中はもやい館の利用でご不便をおかけいた
しますが、ご理解をよろしくお願いいたします。

定例会 会　　期
６月定例会（予定）令和３年６月11日～７月１日
９月定例会（予定）令和３年８月27日～９月16日
12月定例会（予定）令和３年11月26日～12月16日

※上記日程は変更になることもありますので、あらかじ
めご了承ください。

令和３年３月22日、環境アカデミアにおいて、
テレビ会議システム「Ｚｏｏｍ」を活用し、議会
専用アプリの基本操作等を研修しました。

（令和３年１月１日～３月31日）

議 会 の 主 な 動 き議 会 の 主 な 動 き

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

委

員

長
　
谷
口
　
明
弘

副
委
員
長
　
岩
村
　
龍
男

委

員
　
木
戸
　
理
江

〃

　
杉
迫
　
一
樹

〃

　
田
口
　
憲
雄

〃

　
平
岡
　
朱
　

〃

　
渕
上
　
茂
樹

事
務
局
職
員
　
藤
澤
　
亜
未

令
和
３
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
年
度
初

め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
10
月
に
は
新

庁
舎
も
完
成
予
定
で
す
。
水
俣
市
の

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
あ
る
い

は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
５
月
５
日
、
聖
火
リ
レ
ー

が
水
俣
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
待
ち

に
待
っ
た
晴
れ
舞
台
。
威
風
堂
々
の

走
り
を
市
民
に
披
露
し
て
く
だ
さ
い
。

今
か
ら
57
年
前
の
１
９
６
４
年
９

月
11
日
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
が
水
俣
市
に
託
さ
れ
、
国
道
３
号

線
を
北
上
し
、
日
奈
久
ま
で
リ
レ
ー

さ
れ
ま
し
た
。
沿
道
は
た
く
さ
ん
の

人
だ
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
と
は
見
物
の
状
況
は
違
い

ま
す
が
、
密
を
避
け
て
、
感
染
予
防

を
徹
底
し
な
が
ら
静
か
に
聖
火
を
見

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和３年水俣市議会定例会の
日程（予定）について

議会タブレット研修会について

22

No.87

2021 年（
令

和
３

年
）５

月
１

日
発

行
No.87


